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7.1 基本的なデータ型

　MicroPythonの言語仕様について，プログラム例や
実行結果を示しながら説明します．実際にThonnyで
打ちながら学んでいきましょう．
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● 7.1.1 リテラル…プログラムに値を直接表記
したもの

データ型の説明を調べていると，リテラルという文
法用語を目にすることがあると思います．リテラルと
は，プログラム中にデータの値を直接表記したもので
あり，データ型によって表記方法が決まっています．
以下はMicroPythonのリテラルの一例です．

・ 整数リテラル：100, -20, 0x10, 100_000
・ 浮動小数点リテラル：1.0, .5, 1e3
・ 虚数リテラル：2j, 3.0j
・ 文字列リテラル："abc", f"{param}"
・ バイト列リテラル：b"abc", b"¥x12¥x34"
一方，変数名のようにデータの値そのものを表して

いないものはリテラルではありません．本稿でも必要
に応じてリテラルという用語を使いますので，覚えて
おいてください．

● 7.1.2 数値型
MicroPythonでは，以下の3種類の数値型を扱えます．

・ 整数
・ 浮動小数
・ 複素数
▶整数型…無限精度で使える

整数は，3や15のように小数点がない数値です．C言
語の場合では，整数のビット幅に応じて複数の整数型
が用意されていますが，MicroPythonには1種類しか
なく，メモリが許す限り無限の精度で整数を扱えます．
　例えば，べき乗を求める演算子**を使って，2の

1000乗と3の1000乗の足し算も実行できてしまいま
す（コマンド1）．無限精度の整数が扱えるとはいえ，
マイコンのCPUで扱える32ビットや64ビットのレジ
スタ範囲をはるかに超えるデータになるので，32ビッ
ト値や64ビット値の計算に比べて実行時間は遅くな
ります．実際に使用する場合は，適切な用途かどうか
を考慮すべきでしょう．

コマンド1　2の1000乗と3の1000乗の足し算
メモリが許す限り無限の精度で整数を扱える

…

　数値リテラルには，数字列の任意の場所にアンダス
コア_を挿入できます．これにより，人間にとって読
みやすい形で桁数の大きな数値を表現できます（コマ
ンド2）．

コマンド2　数字列の任意の場所にアンダスコア_を挿入できる

　整数については特別な文字を前に置くことにより基
数表現が可能です．
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